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論 文 内 容 の 要 旨

〔目的〕

今 回カラ ー ドプラ 超音 波内 視鏡 （ＣＤＥＵＳ） を潮 いて

直腸 癌の 腫瘍内 血流 観察 を試 み， 腫 瘍 内血 流と 血行性

転移 との 関連に つ いて検 討 し， 生 体内 の腫瘍 内 血流か

ら血 行性 転移の 危 険度の 予知 の可 能性 につ いて の研究

を 行 っ た
．

〔対 象およ び方 法〕

１９９２年 ６月～１９９４年 ２月 まで に教室 で経 験 し淀壁 深

達度 ｍｐ以 深の 進行 直腸癌 切 除例の うち， 腫 瘍全 体 の

血 流 観 察カミ可 能 と 思 わ れ だ３０例 を 対 象 と し た
．

こ れ ら

３０例 を血 行性 転移 陽性 群と 陰性 群に分 け， 腫瘍 内血 流

観 察 （血 流数， 血 流密 度お よ び最高 血流速 度） を観 察

し た
．

ま た 切 除 標 本 の 静 脈 侵 襲 が ｖ２， ｖ３の 症 例１４例 を

高 度脈侵 襲症 例と し， 血 仔性転 移の 有無 で腫瘍 内 血流

の 比 較 を 行 っ た
．

〔結果〕

転移 陽性 群の 観察 血流 数， 血 流密 度お よ び最高 血流

速 度 は 平 均 ５
．
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あり， 転移 陽性 群は， 転 移 陰陸群 に比較 し有 意に 観察

血流 数は多 く，血流密 度 は高く，最高 血流 速度 は速 かっ

た
．

ま た 静 脈 侵 襲カミ高 度 に な る と 観 察 血 流 数 は 多 く
，

最 高 血 流 速 度 は 速 い 傾 向 を 認 め た
． ｖ２， ｖ３で あ っ た 高

度 脈 侵襲症 例中， 転 移陰 性例 は， 転移 陽性例 に比 較 し

有意 に観察 血 流数 は少な く，最 高血 流速 度 は遅か った．

〔考察 な らびに 結論〕

術 前の 癌腫 の観察 か ら血 行性転 移の 危険 度を 予知す

る 情報 の一 つと して， カラ ー ドプラ 超音 波内 視鏡 検査

を 用い， 生 体内の 癌腫 の 血流 を検索 する こと から 血行

性 転移 の危 険度 を予 知す る可能 性カミ示唆 された． また

高 度静 脈侵 襲症例 申， 転 移陰性 例 は， 転 移陽 性例 に比

較 し有 意 に 観察 血 流 数 は少 な く， 最 高 血 流 速 度 は 遅

か っ た
．

カ ラ ー ド プ ラ 超 音 波 内 視 鏡 検 査 に よ る 血 流 観

察は， 現在 血行 性転 移の 指標 の一 つと考 完 られて いる

病理 組織の 静脈 侵襲 以上 に血 行性 転移 予知 に有用 と思

わ れ， 術 前 ＣＤＥＵＳ にて 血行 性転 移危 険群 とさ れ花症

例は， 入 念な術 前の 精査 およ び術 申の 肝触 診， 超 音波

検 査 な ど の 検 索 を 施 行 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ た
．
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論 文 審 査 の 要 旨

直 腸癌 の腫 瘍内 血流 をカラ ー ドッ プラー超 音 波内視 鏡 を用い て計 測 し，血 流と 血行性 転移 の危 険度 の指標 に

な る か 否 か に つ い て の 検 討カミ行 わ れ た
．

外 科切 除予 定の３０例 につい て術 前に 検査 を行 い， 腫瘍 内の観 察 できた 血流 本数， 密 度， 流速 を 計測 し， 切 除

標本 の組 織学 的所 見特 に静脈 侵襲 と， 転移 保有 率と の関係 につ いて 検討 された
．

転 移 陽性例 では 血流 本数， 血

流速 度と もに 陰性例 より 有意 に多 いこ とカミ結論さ れた． 現在 転移 の可 能性 を計る 因子 と しては 病型， 組織型，

その 他病 理学 的所見 によ り検 討さ れて きたカミ， 血流 という 生理 学的 視点 からの 検 討は あまり 行わ れて おら ず新

し い 試 み と して 評 価 さ れ る
．
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